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化 ２－１～ 化 ２－１０ ま で １０ ペ ー ジ あり ま す。



必要があれば原子量は次の値を使うこと。
Ｈ＝１，０， Ｃ＝１２， Ｎ＝１４， ０＝１６， Ｓ＝３２， Ｍｇ＝２４， Ｃａ＝４０， Ａｇ＝１０８

第１ 問

　

次の問い（間１～４）０こ答えょ。〔解答番号［工］～［ヱ］

間１

　

次のａ～ｄに当てはまるものを， それぞれの解答群の①～⑤のうちから一つ

　

ずつ選べ。

ａ

　

炎色反応が黄緑色であるもの ［１コ

①

　

ナ トリ ウム

　　

② カ リ ウム

　　　

③

　

カ ル シ ウム

④ リチウム

　　　

⑤

　

バリウム

ｂ

　

第一イオン化エネルギーが最も大きい原子 ［Ｚコ

①

　

水 素

　　　　

② ヘリ ウム

　　　　　　

③

　

リ チ ウム

④ ネオン

　　　

⑤

　

ナトリウム

ｃ

　

互いに同素体の関係にあるもの ［；コ

①

　

マグネシウムと亜鉛

　　

②

　

塩素と臭素

　　　

③ 酸素とオゾン

④

　

重水素と三重水素

　　　

⑤

　

鉛と黒鉛

ｄ

　

ネオンと同じ電子配置をもつィォンの組合せ

　

口 口

①

　

Ｃａ２十と Ｆ－

　　

②

　

Ａ１３十と ＣＩ－

　　

③

　

Ｍｇ
２十と ０２－

④

　

Ｎａ十と Ｓ２－

　　

⑤

　

Ｋ十と ＣＩ－

化２－１



問２

　

身のまわりに見られる現象に関する記述である。 昇華が関連する現象とし

て最も適当なものを， 次の①～⑤のうちから－つ選べ。 ［亘コ

①

　

海水を蒸発させると塩の結晶が生じた。
②

　

氷水を入れたコップの外側に水滴がつく。

③

　

ドライアイスを室温で放置すると小さくなった。

④

　

お菓子がしけるのをシリカゲルが防いだ。

⑤

　

衣類の油汚れが洗剤の作用によって落ちた。

問３

　

次のａ～ｄは混合物と純物質に関する記述である。 正しいものとして最も適

当なものを， 下の①～⑥のうちから一つ選べ。 □ コ

ａ

　

自然界の物質は純物質であることが多い。

ｂ

　

斜方硫黄は， 混合物である。

ｃ

　

混合物を構成する純物質の混合割合によらず， 混合物は常に一定の密度

　

に なっ て い る。

ｄ

　

純物質の凝固点と融点は， 同じ温度である。

①

　

ａ の み

　　　

②

　

ｂ の み

　　　

③

　

ｃ の み

　　　

④

　

ｄ の み

⑤

　

ａ と ｂ

　　　

⑥

　

ａ と Ｃ

　　　

⑦

　

ａ と ｄ

　　　

⑧ ｂ と ｃ

⑨

　

ｂ と ｄ

　　　

⑥ ｃ と ｄ

化２－２



問４

　

ケイ素の結晶に関する記述ａ～ｃの正誤の組合せとして正しいものを， 下の

①～⑧のうちから一つ選べ。 Ｅｄ

ａ

　

分子結晶である。

　　

たた
ｂ

　

叩くと薄く広がる。

ｃ

　

半導体の性質を示す。

ａ ｂ Ｃ

① 正 正 正

② 正 正 誤

③ 正 誤 正

④ 正 講呉 誤

⑤ 誤 正 正

⑥ 言呉 正 誤

⑦ 証呉 誤 正

⑧ 誤 誤 言葉

化２－３



化学の問題は次のペ」ジに続く

化２－４



第２問

　

次の問い（問１～４）むこ答えょ。〔解答番号［亘コ～［１ヱコ〕

問１

　

硫酸マグネシウム

　

七水和物 ＭｇＳ０４・７Ｈ２０の結晶を用いて， 質量パーセン

　　

ト濃度が１２．０

　

％の硫酸マグネシウム水溶液を調製したい。 下の問い（ａ～ｃ）

に答えよ。

ａ

　

調製方法として最も適当なものを， 次の①～⑥のうちから一つ選べ。

回
①

　

結 晶 １２．０

　

ｇを水に溶かしてｌｏｏ ｍＬ と す る。

②

　

結 晶 １２．０

　

ｇ を １００ ｇの水に溶かす。

③

　

結 晶 １２．０

　

ｇ を８８．０ｇ の水 に 溶 かす。

④

　

結晶２４．６

　

ｇを水に溶かしてｌｏｏ ｍＬ と する。

⑤

　

結晶２４．６

　

ｇ を １００

　

ｇ の水 に溶 かす。

⑥

　

結晶２４．６

　

ｇ を７５．４ ｇの水に溶かす。

ｂ

　

次のガラス器具ア～ウのうち， この調製に必要なものとして最も適当な

ものを， 下の①～⑥のうちから一つ選べ。 □ コ

ア メスシリンダー

イ

　

メ ス フラス コ

ウ

　

ビーカー

①

　

ア の み

　　

②

　

イ の み

　　

③

　

ウの み

　　

④

　

ア とイ

⑤

　

アとウ

　　

⑥ イとウ

ｃ

　

この硫酸マグネシウムＭｇｓ０４水溶液のモル濃度（ｍｏｌ／Ｌ）として最も適当

な数値を， 次の①～⑤のうちから一つ選べ。 ただし， この水溶液の密度を

１，１ ｇ／Ｃｍ
３と す る。 口 ｍｏｌ／Ｌ

①

　

０．４８

　　

②

　

０．７６

　　

③

　

０．９１

　　

④

　

１．１

　　　

⑤ １．３

化２‐５



問２

　

次の化学反応式の係数 α， ろ，ｃ， ｄ に当てはまる数値と同じ数字をマーク

せよ。 係数が１であるときは①をマークせよ。

ロ コーα， ロ ローろ， 口 虹－ｃ， ロ ローメ

ｑ

　

Ｃ３Ｈ８

　　　

＋

　　　

る

　

０２

　　

÷÷÷う

　　

ｃ

　

Ｃ０２

　　　

十

　　　

ｄ

　

Ｈ２０

問３

　

不純物を含んだ大理石 （主成分は炭酸カルシウムＣａＣ０３） １．００

　

ｇ をとり，

　

十分量の塩酸と反応させたところ， 二酸化炭素が標準状態で１６８

　

ｍＬ発生し

　

た。 この大理石の純度は何％か。 最も適当な数値を， 次の①～⑤のうちから

－つ選べ。 ただし， 不純物は塩酸と反応しないものとする。 ［］屋］％

①

　

５０．０

　　

②

　

６６．７

　　

③

　

７０．０

　　

④

　

７２．５

　　

⑤

　

７５．０

問 ４

　

図 １．は， ｌ ｍｏｌ のＣ（黒鉛），２ ｍｏｌ の Ｈ２（気）， ２ ｍｏｌ の０２（気）からｌ ｍｏｌ

　　

の Ｃ０２（気）， ２ ｍｏｌ の Ｈ２０（液）， お よ び ｌｍｏｌのＣＨ４（気）が生成する過程にお

　　

けるエネルギーの関係を示したものである。 図中の ＱＩ～Ｑ４は， 各状態間の

　

エネルギ」の差を表す。 この図に関して， 下の問い（ａ・ｂ）に答えよ。

“いか 噛 ，Ｆ，
（ｋＪ）

　　

Ｃ０２ （気） 十２トー２ （気） ＋０２（気）
、

Ｃ０２（気） …÷…２Ｈ２０ （気） 、

ＣＯ２（気） －÷－２Ｈ２Ｏ （液）

　　　　　

Ｃ （黒鉛） ′ｒ十ｍ２Ｈ２ （気） “”÷”・２０２ （気）
高 小

　　　　　

エ

ネ

ル

ギ

ー

　　　　

Ｗ

Ｑ２ （ｋＪ）

名 （ｋＪ）

Ｑ４ （ｋの

低

図１

　

各状態におけるエネルギーの関係

化２－６



ａ

　　

ａ ～Ｑ４に関する記述として最も適当なものを， 次の①～④のうちから

一つ選べ。 Ｅ ｑ

① ＣＨ（気）の生成熱は 筈 釦 』・）である。

②

　

Ｃ（黒鉛）の燃焼熱は Ｑ２（ｋＪ／ｍｏｌ）である。

③

　

Ｈ２０（気）の生成熱は Ｑ３（ｋＪ／ｍｏｌ）である。

④

　

Ｈ２０（液）の蒸発熱は Ｑ４（ｋＪ／ｍｏｌ）である。

ｂ

　

メタンの燃焼熱を ＱＩ～Ｑ４を用いて表したものを， 次の①～⑤のうちか

ら－つ選べ。 ただし， 生成する水は液体とする。 ［立］ｋＪ／ｍｌ

①

　

ＱＩ－Ｑ２－Ｑ３－Ｑ４

　　　　　　　　　

②

　

ＱＩ－Ｑ２＋ Ｑ３－Ｑ４

１
二③

　

－ ＱＩ十 Ｑ２＋ Ｑ３＋ Ｑ４

　　　　　

④

　

－ ＱＩ十 Ｑ２＋
ｉ
（Ｑ３十 ＠４）

⑤

　

－ＱＩ十Ｑ２＋２（Ｑ３＋Ｑ４）

化２－７



化学の問題は次のページに続く

化２‐８



第３問

　

次の問い（問１～４月こ答えょ。〔解答番号［ヱ互コ～［ヱ互］〕

問１

　

下線の物質がブレンステッ ド・ローリーの定義の酸としてはたらいている

ものとして最も適当なものを， 次の①～⑤のぅちから－っ選べ。 ［匝］

①

　

ＣＨ３ＣＯＯＨ

　

十

　　

Ｈ刃 ； ≠

　

ｃＨ声ｏｏ－

　　　

十

　　

Ｈ３ｏ
＋

②

　

ＮＨ４
十

　　　

十

　　

Ｈ２０

　

ぞ ； ２

　

Ｎ島

　　　　　

十

　　

Ｈ３０
十

③

　

Ｈｃｏ３
－

　　

十

　　

Ｈ刃 ； ≠

　

Ｈ２ｃｏ３ ＋

　　

ｏＨ

④

　

ｃＨ≠ｏｏ－

　

十

　　

Ｈ２０

　

ぞ ： ≧

　

ｃＨ３ｃｏｏＨ ＋

　　

ｏＨ

⑤

　

ＨＳ－

　　　

＋

　　

型

　

ぞ ； ２

　

ｓ２一

　　　　

十

　　

Ｈ ｏ
＋

問２

　

塩化ナトリウムと硫酸アンモニウムとの

　

混合物Ａ

　

２．０

　

ｇ

　

を十分な水酸化

　　

ナトリウム水溶液に加えて加熱し， 生じた気体 Ｂ全部を ０．１ｏ ｍｏｌ／Ｌの希硫

　　

酸 ５０ ｍＬ に吸収させた。 この溶液を中和するのに０．１ｏｍｏｌ／Ｌの水酸化ナト

　　

リウム水溶液を５０ ｍＬ 要 した。 次 の（ａ・ｂ）に答 えよ。

ａ

　

気体 Ｂとして最も適当なものを， 次の①～⑤のうちから一つ選べ。

回
①

　

塩 素

　　　　　　

② 窒 素

　　　　　　

③

　

ア ンモ ニ ア

④ 二酸化硫黄

　　

⑤

　

硫化水素

ｂ

　

混合物Ａ中の硫酸アンモニウムの含有量として最も適当な数値を， 次の

①～⑧のぅちから－つ選べ。 口 四 ｇ

①

　

０．１１

　　

②

　

０．２２

　　

③

　

０．３３

　　

④

　

ｏ．４４

　　

⑤

　

０．５５

⑥

　

０．６６

　　

⑦

　

０．７７

　　

⑧ １．３

化２－９



問３

　

次の化学反応式に関する記述ａ～ｃの正誤の組合せとして正しいものを， 下

の①～⑧のぅちから－つ選べ。１２口

２ＫＭｎ０４

　

十

　

５Ｈ２０２

　

十

　

３Ｈ２Ｓ０４ ÷÷÷÷う

　

２ＭｎＳ０４

　

十

　

Ｋ２Ｓ０４

　

十

　

５０２

　

十

　

８Ｈ２０

ａ

　

ＫＭｎ０４ の Ｍｎ の酸化数は十６で ある。

ｂ

　

Ｈ２０２ は， ｌ

　

ｍｏｌあたり ２

　

ｍｏｌ の電子を失っている。

ｃ

　

この反応において， 硫酸は触媒としてはたらく。

ａ ｂ ｃ

① 正 正 正

② 正 正 誤

③ 正 言呉 正

④ 正 誤 誤

⑤ 言呉 正 正

⑥ 謎呉 正 誤

⑦ 誤 言誤 正

⑧ 講呉 言呉 誤

問４

　

白金電極を用いて， 硝酸銀

　

ＡｇＮ０３

　

水溶液を電気分解する実験をおこなっ

　

た。 次 の 間 い（ａ・ｂ）に答 え よ。

ａ

　

白金電極を用いて電気分解をおこなったとき， 陽極で発生する気体の種

　

類として最も適当なものを， 次の①～④のうちから－つ選べ。 ［ヱＺ］

①

　

水素

　　

②

　

酸素

　　

③ 窒素

　　

④

　

二酸化窒素

ｂ

　

硝酸銀ＡｇＮ０３水溶液を１．ＯＡの電流で電気分解をおこなったところ， 陰

極に５．４

　

ｇの銀が析出した。 この電気分解に要した時間は何秒か。 最も

適当な数値を， 次の①～⑤のうちから一つ選べ。 ただし， ファラデー定数

を ９６５００Ｃ／ｍ１とする。 口 口 秒

①

　

１９３０

　　

②

　

２８９５

　　

③

　

３８６０

　　

④

　

４８２５

　　

⑤

　

５７９０

化２－１〇


